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中
央
酪
農
会
議
（
中
酪
）

は
４
月
１５
日
、
２３
年
度
の
指

定
生
乳
生
産
者
団
体
（
指
定

団
体
）
の
用
途
別
販
売
実
績

を
公
表
し
た
。

２３
年
度
累
計
の
生
乳
総
受

託
乳
量（
生
産
量
）は
、
６
８

３
万
１
３
７
９
ｔ
（
前
年
度

比
３
・
５
％
減
）と
な
り
、２

年
連
続
の
減
産
と
な
っ
た
。

地
域
別
で
み
る
と
、
北
海

道
が
３
９
１
万
５
９
４
４
ｔ

（
同
３
・
１
％
減
）
、
東
北

地
区
が
４６
万
９
７
７
ｔ
（
同

６
・
５
％
減
）
な
ど
、
全
て

の
地
区
が
減
産
と
な
っ
た
。

減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
の

は
北
陸
地
区
で
、
能
登
半
島

地
震
の
影
響
も
あ
り
６
万
６

２
０
２
ｔ（
同
７
・
５
％
減
）

と
な
っ
た
。
逆
に
、
静
岡
、

和
歌
山
、
広
島
、
香
川
、
鹿

児
島
の
各
県
は
前
年
度
を
上

回
っ
て
い
る
。

用
途
別
で
み
る
と
、
昨
年

ま
で
４
年
連
続
で
唯
一
増
加

し
て
い
た
チ
ー
ズ
向
け
も
、

４２
万
６
９
２
１
ｔ
（
同
４
・

８
％
減
）
と
大
き
く
減
少
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
昨
年
は

脱
脂
粉
乳
な
ど
の
余
剰
を
チ

ー
ズ
向
け
に
シ
フ
ト
す
る
動

き
が
み
ら
れ
た
が
、
生
乳
生

産
量
全
体
が
減
産
し
て
い
る

の
で
、
チ
ー
ズ
も
増
加
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

飲
用
牛
乳
等
向
け
は
２
９

７
万
９
６
５
５
ｔ
（
同
３
・

８
％
減
）
と
な
っ
た
。
２１
年

度
は
１
・
９
％
減
、
２２
年
度

は
３
・
０
％
減
と
、
減
少
幅

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
向

け
て
の
活
動
が
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

液
状
乳
製
品
（
生
ク
リ
ー

ム
等
向
け
）
は
１
２
８
万
７

９
７
４
ｔ（
同
０
・
５
％
減
）

と
、
昨
年
並
み
の
販
売
量
と

な
っ
た
。

今
般
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
）
で
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
以
下
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
）
の
乳
用
牛
へ
の
感
染
が

確
認
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
死
亡
等
の
重
大
な
状
況

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
変
異
の

進
行
が
定
か
で
な
い
た
め
、

気
が
抜
け
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

◆
３
月
末
か
ら
感
染
拡
大

続
くア

メ
リ
カ
で
乳
用
牛
へ
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
「
Ｎ
５

Ｎ
１
亜
型
」
で
、
３
月
末
か

ら
５
月
ま
で
に
、
乳
用
牛
へ

の
感
染
が
ア
イ
ダ
ホ
州
・
コ

ロ
ラ
ド
州
・
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ

州
・
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
・

テ
キ
サ
ス
州
・
カ
ン
ザ
ス
州

・
ミ
シ
ガ
ン
州
・
オ
ハ
イ
オ

州
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

の
９
つ
の
州
で
確
認
さ
れ
て

い
る
。ア
メ
リ
カ
農
務
省（
Ｕ

Ｓ
Ｄ
Ａ
）の
発
表
に
よ
る
と
、

５
月
８
日
に
さ
ら
に
ミ
シ
ガ

ン
州
で
の
乳
用
牛
へ
の
感
染

が
確
認
さ
れ
、
こ
の
ミ
シ
ガ

ン
州
の
症
例
で
計
４２
の
酪
農

場
で
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。

最
初
に
発
見
さ
れ
た
３
月
２５

日
の
テ
キ
サ
ス
州
で
の
感
染

か
ら
、
急
速
に
拡
が
っ
て
い

る
。◆

牛
か
ら
牛
へ
も
感
染
か

ア
メ
リ
カ
当
局
の
調
査
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
事
例
は

渡
り
鳥
が
感
染
源
で
は
な
い

か
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
ミ

シ
ガ
ン
州
の
牛
群
で
は
、
牛

か
ら
牛
へ
の
感
染
の
可
能
性

が
排
除
で
き
な
い
事
例
も
発

生
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、４
月
１
日
現
在
、鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感
染

が
疑
わ
れ
る
乳
牛
と
の
接
触

が
あ
っ
た
酪
農
場
の
人
が
、

同
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
症

状
は
結
膜
炎
の
み
で
、
回
復

に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
ほ
乳
類
間
で
感
染

性
を
高
め
る
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
般
市
民
へ
の
健
康
リ
ス
ク

は
依
然
と
し
て
低
い
と
み
ら

れ
て
い
る
。

◆
今
後
の
ウ
イ
ル
ス
変
異

・
悪
影
響
の
持
続
に
警
戒

現
在
の
と
こ
ろ
、
乳
用
牛

で
確
認
さ
れ
て
い
る
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
乳

量
の
減
少
な
ど
で
死
亡
例
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
科
学

者
た
ち
は
、
よ
り
症
状
の
強

い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
変

異
が
起
こ
る
こ
と
や
、
感
染

し
た
乳
牛
の
生
産
性
の
低
下

が
続
く
こ
と
に
対
し
懸
念
を

示
し
て
お
り
、
現
在
、
生
産

者
へ
の
補
償
が
ア
メ
リ
カ
で

は
検
討
さ
れ
て
い
る
。

◆
日
本
の
農
場
も
要
警
戒

日
本
で
は
現
在
の
と
こ
ろ

乳
用
牛
へ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
な
ど
、
ま
だ
分
か
ら
な
い

点
も
多
い
た
め
、
今
か
ら
十

分
に
感
染
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

牛
に
乳
量
の
減
少
や
食
欲

低
下
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ

た
際
に
は
、
群
か
ら
隔
離
し

て
獣
医
師
ま
た
は
家
畜
保
健

衛
生
所
に
相
談
し
、
原
因
が

不
明
の
場
合
は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
検
査
を
受
け
る
。

ま
た
、
畜
舎
の
給
餌
設
備
や

給
水
設
備
、
飼
料
の
保
管
場

所
へ
の
野
鳥
の
侵
入
防
止
を

徹
底
す
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
ａ
ｌ
ｉ

ｃ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
か
ら
も

確
認
で
き
る
。
な
お
、
３
面

で
は
野
生
鳥
獣
の
侵
入
防
止

対
策
も
紹
介
す
る
。

農
水
省
は
４
月
１９
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２３
年

度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

の
本
文
案
を
議
論
し
た
。

当
年
度
の
特
集
は
、
現
在

国
会
で
審
議
し
て
い
る
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
改
正
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
基
本
法
の
検
証
・
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

①
同
基
本
法
の
見
直
し
の

経
緯
、
②
同
基
本
法
制
定
後

の
情
勢
の
変
化
と
今
後
２０
年

を
見
据
え
た
課
題
、
③
同
基

本
法
の
見
直
し
に
向
け
て
、

の
３
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
▽
食
料

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
、

構
造
転
換
対
策
や
地
域
計
画

の
策
定
を
推
進
、
▽
「
物
流

の
２４
年
問
題
」
へ
の
対
応
を

推
進
、
▽
２４
年
能
登
半
島
地

震
へ
の
対
応
を
推
進
等
、
７

項
目
と
な
っ
て
い
る
。

議
論
の
結
果
、
本
文
案
は

了
承
さ
れ
、
同
省
は
今
後
、

白
書
を
取
り
ま
と
め
る
。

栃
木
県
那
須
町
の
那
須
高

原
に
あ
る
「
那
須
ハ
ー
ト
フ

ル
フ
ァ
ー
ム
」
（
栃
木
県
開

拓
農
協
組
合
員
）
で
は
、
毎

年
端
午
の
節
句
と
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
、
約

５
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
８

ha
の
菜
の
花
畑
を
、
圧
巻
の

光
景
で
泳
い
で
い
る
。

こ
の
地
域
は
開
拓
地
も
多

く
、
酪
農
や
畑
作
が
盛
ん
。

以
前
か
ら
こ
の
地
域
で

は
、
端
午
の
節
句
に
は
多
く

の
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
祝
う
風
習
が
あ
り
、
各
家

庭
で
も
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ

り
を
あ
げ
て
い
た
。

ま
だ
雪
が
残
る
那
須
の
山

々
を
背
に
、
ゆ
う
ゆ
う
と
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
大
群
に
、
観

光
客
も
感
動
し
て
い
た
。

２０２３年度用途別販売実績
用 途 乳量(t） 前年比(％)

飲用牛乳等 ２，９７９，６５５ ９６．２

脱脂粉乳・バター等 １，７１１，２６６ ９５．２

液状乳製品 １，２８７，９７４ ９９．５

チーズ ４２６，９２１ ９５．２

はっ酵乳等 ４２５，５６３ ９６．２

合 計 ６，８３１，３７９ ９６．５

（中酪の資料を基に作成）

アメリカ

メールマガジンＱＲ

乳
牛
が
鳥
イ
ン
フ
ル
に
感
染

乳
牛
が
鳥
イ
ン
フ
ル
に
感
染

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

牛
か
ら
牛
へ
の
可
能
性
も

２３
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

那須高原の菜の花畑を雄大に泳ぐ鯉のぼり軍団
栃木県那須町 那須ハートフルファーム

生
乳
の
販
売
実
績
２
年
連
続
減
少

２３
年
度
す
べ
て
の
用
途
別
で
減
少

・「食料・農業 知っておきたい話」―１３３―（２面）
・農薬危害防止運動スタート （３面）
・農場拝見 牧原牧場（株）（鹿児島）（４面）
・北海道 会議で中村さんが発表 （５面）
・規格外サトイモを飼料化（愛媛県） （６面）
・食品衛生法、経過措置終了間近 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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農
水
省
は
３
月
２２
日
、
２２

年
度
６
次
産
業
化
総
合
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
農
業
者
等
に
よ
る
農

産
物
の
生
産
関
連
事
業
（
農

産
物
直
売
所
、
農
産
加
工
、

観
光
農
園
、
農
家
民
宿
及
び

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
）
に
よ
る

所
得
の
増
大
を
も
た
ら
す
取

り
組
み
を
総
合
的
に
調
査
す

る
も
の
で
、
生
産
関
連
事
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

販
売
（
売
上
）
金
額
、
従
事

者
数
等
を
調
査
し
て
い
る
。

全
国
の
農
業
生
産
関
連
事

業
に
よ
る
年
間
総
販
売
（
売

上
）
金
額
は
２
兆
１
７
６
５

億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

５
・
３
％
増
加
し
た（
図
）。

業
態
別
に
み
る
と
、
農
産

物
直
売
所
は
１
兆
８
７
９
億

円
で
前
年
度
に
比
べ
４
・
０

％
増
加
、
農
産
加
工
は
同
６

・
２
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

年
間
総
販
売
（
売
上
）
金

額
に
占
め
る
業
態
別
の
割
合

を
み
る
と
、
農
産
物
直
売
所

が
最
も
高
く
全
体
の
５０
％
を

占
め
、
農
産
加
工
が
約
４７
％

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
全
体
か
ら
見
れ

ば
少
な
い
割
合
で
は
あ
る

が
、
観
光
農
園
が
３
６
０
億

円（
前
年
比
１０
・
３
％
増
）、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
３
５
２

億
円（
同
１６
・
２
％
増
）、
農

家
民
宿
も
４６
億
円
（
同
１４
・

４
％
増
）と
、全
て
の
業
態
で

前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
。

全
国
の
農
業
者
が
、
よ
り

良
い
経
営
を
目
指
し
て
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
る
。
各
地
域

で
の
関
係
者
同
士
の
連
携
が

求
め
ら
れ
る
。

▽
今
の
政
策
が
十
分
な
ら
な
ぜ

農
村
現
場
が
苦
し
ん
で
い
る
の
か

農
村
の
疲
弊
を
改
善
し
、
自
給

率
向
上
の
た
め
の
抜
本
的
な
施
策

強
化
は
必
要
な
い
と
の
認
識
が
あ

る
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
。
す
で

に
、
畑
作
に
は
内
外
価
格
差
を
埋

め
る
ゲ
タ
政
策
が
あ
る
。
コ
メ
に

ゲ
タ
が
な
い
の
は
関
税
が
高
い
か

ら
内
外
価
格
差
を
埋
め
る
必
要
が

な
い
の
で
、
そ
う
い
う
政
策
は
で

き
な
い
が
、
コ
メ
な
ど
に
は
収
入

変
動
緩
和
の
ナ
ラ
シ
政
策
も
あ

る
。
さ
ら
に
収
入
保
険
も
あ
る
。

中
山
間
地
・
多
面
的
機
能
直
接
支

払
い
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
十
分
だ
、
新
た
な
施
策
は
必

要
な
い
と
い
う
の
が
、
事
務
方
の

説
明
で
あ
る
。

で
は
、
そ
れ
で
も
農
業
の
疲
弊

が
加
速
し
て
い
る
の
は
ど
う
説
明

す
る
の
か
。
政
策
が
不
十
分
だ
か

ら
農
業
危
機
に
陥
っ
て
い
る
の
は

明
白
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、

国
内
農
業
支
援
対
策
は
十
分
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
な
ら
、
何
の
た

め
に
基
本
法
を
改
定
す
る
の
か
。

抜
本
的
な
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
か
。輸
出
振
興
、

ス
マ
ー
ト
農
業
、海
外
農
業
投
資
、

農
外
資
本
比
率
を
増
や
す
こ
と
な

ど
だ
け
で
現
場
農
家
の
疲
弊
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
。

農
業
就
業
人
口
が
こ
れ
か
ら
減

る
、
つ
ま
り
、
農
家
が
潰
れ
て
い

く
か
ら
、
一
部
の
企
業
な
ど
に
任

せ
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
な
議
論

は
、
そ
も
そ
も
の
前
提
が
根
本
的

に
間
違
っ
て
い
る
。
皆
が
潰
れ
な

い
よ
う
に
支
え
る
政
策
を
強
化
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
う
す
れ

ば
事
態
は
変
え
ら
れ
る
の
に
、
そ

れ
を
放
棄
し
た
暴
論
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ナ
ラ
シ
も
収
入
保

険
も
過
去
の
価
格
・
売
上
の
平
均

よ
り
減
っ
た
分
の
一
部
を
補
て
ん

す
る
だ
け
な
の
で
、
農
家
に
と
っ

て
必
要
な
所
得
水
準
が
確
保
さ
れ

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
は
な
い

し
、
コ
ス
ト
上
昇
は
考
慮
さ
れ
な

い
か
ら
今
回
の
よ
う
な
コ
ス
ト
高

に
は
役
に
立
た
な
い
。
中
山
間
地

・
多
面
的
機
能
支
払
い
も
、
よ
い

仕
組
み
だ
が
、
集
団
活
動
へ
の
支

援
が
主
で
個
別
経
営
の
所
得
補
填

機
能
は
十
分
で
は
な
い
と
の
指
摘

が
多
く
聞
か
れ
る
。

▽
有
事
立
法
だ
け
強
化
〜
国
内

生
産
強
化
で
な
く
海
外
生
産
投
資

？
「
平
時
」
と
「
有
事
」
の
食
料

安
全
保
障
と
い
う
分
け
方
が
強
調

さ
れ
る
が
、
「
不
測
の
事
態
で
も

国
民
の
食
料
が
確
保
で
き
る
よ
う

に
普
段
か
ら
食
料
自
給
率
を
維
持

す
る
こ
と
が
食
料
安
全
保
障
」
と

考
え
る
と
分
け
る
意
味
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

今
苦
し
む
農
家
を
支
え
る
政
策

は
提
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
平
時
は

輸
入
先
と
の
関
係
強
化
と
海
外
で

の
日
本
向
け
生
産
へ
の
投
資
に
努

め
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る

（
２１
条
）
。
そ
れ
が
必
要
で
な
い

と
は
言
わ
な
い
が
、
い
く
ら
関
係

強
化
や
海
外
生
産
に
投
資
し
て
も

不
測
の
事
態
に
は
ま
ず
自
国
民
が

優
先
だ
か
ら
あ
て
に
は
な
ら
な
い

し
、
物
流
が
止
ま
れ
ば
、
生
産
し

て
も
運
べ
な
い
。
強
化
す
べ
き
は

国
内
生
産
で
は
な
い
の
か
。

一
方
で
、
有
事
に
な
っ
た
ら
慌

て
て
カ
ロ
リ
ー
を
摂
り
や
す
い
作

物
へ
の
転
換
、
増
産
命
令
と
供
出

を
義
務
付
け
、
増
産
計
画
を
示
さ

な
い
と
罰
金
を
科
す
よ
う
な
有
事

立
法
は
つ
く
る
と
言
う
が
、
平
時

は
輸
入
に
頼
り
、
国
内
生
産
を
支

え
ず
し
て
、
有
事
だ
け
命
令
す
る

か
ら
つ
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
無
理

だ
。普
段
か
ら
自
給
率
を
高
め
て
、

備
蓄
も
し
て
お
け
ば
済
む
話
だ
。

そ
れ
を
せ
ず
に
罰
金
を
科
し
て
も

作
物
転
換
を
強
制
す
る
発
想
は
農

村
現
場
と
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
国
内
生
産
に
重
大
な
支

障
を
与
え
る
場
合
に
は
関
税
率
の

引
き
上
げ
や
緊
急
輸
入
制
限
を
行

う
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
は

一
定
の
評
価
が
で
き
る
が
、
国
際

ル
ー
ル
上
、
一
方
的
に
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
「
食
料
安
全

保
障
に
重
大
な
リ
ス
ク
と
な
る
」

こ
と
を
説
明
し
て
断
固
た
る
措
置

を
採
る
だ
け
の
決
意
が
あ
る
の
か

が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▽
多
様
な
農
業
経
営
体
の
位
置

づ
け

今
回
の
基
本
法
改
定
の
過
程
に

お
い
て
、
農
村
に
お
け
る
多
様
な

農
業
経
営
体
の
位
置
づ
け
が
後
退

し
て
い
る
と
の
指
摘
が
多
く
な
さ

れ
て
き
た
。
最
終
的
に
は
、
多
様

な
農
業
者
に
配
慮
す
る
文
言
は
追

加
さ
れ
た
が
、
条
文
を
見
る
と
わ

か
る
よ
う
に
、
２６
条
の
１
項
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

に
対
し
て
は
「
施
策
を
講
じ
る
」

と
し
て
い
る
一
方
で
、２
項
で
は
、

多
様
な
農
業
者
に
つ
い
て
は
「
配

慮
す
る
」と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
策
の
対
象
は
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
経
営
で
、
そ
の
他
は
施
策
の

対
象
で
は
な
い
、
と
位
置
付
け
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

基
本
的
な
方
向
性
は
、
長
期
的

・
総
合
的
な
持
続
性
で
は
な
く
、

狭
い
意
味
で
の
目
先
の
金
銭
的
効

率
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。農
家
か
ら
の
懸
念
に
、

あ
る
官
僚
は
「
潰
れ
る
農
家
は
潰

れ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
答
え
た
と

聞
い
た
。
多
く
が
潰
れ
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
議
論
が
進
ん
で
い
る

こ
と
に
大
き
な
懸
念
を
抱
く
。
自

給
率
向
上
を
書
き
た
く
な
か
っ
た

理
由
に
は
、
「
自
給
率
向
上
を
目

標
に
掲
げ
る
と
非
効
率
な
経
営
ま

で
残
っ
て
し
ま
い
、
予
算
を
浪
費

す
る
」
と
い
う
視
点
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

２０
年
「
基
本
計
画
」
で
示
さ
れ

た
、
「
半
農
半
Ｘ
」
（
半
自
給
的

な
農
業
と
や
り
た
い
仕
事
を
両
立

さ
せ
る
生
き
方
）
を
含
む
多
様
な

農
業
経
営
体
の
重
視
が
弱
め
ら

れ
、今
回
の
基
本
法
で
は
１５
年「
基

本
計
画
」
に
逆
戻
り
し
、
再
び
、

多
様
な
農
業
経
営
体
を
軽
視
し
、

「
効
率
的
経
営
」
の
み
を
施
策
の

対
象
と
す
る
色
合
い
が
濃
く
な
っ

て
い
る
。

前
回
の
１５
年
計
画
は
、
狭
い
意

味
で
の
経
済
効
率
の
追
及
に
傾
斜

し
た
大
規
模
・
企
業
化
路
線
の
推

進
が
全
体
を
覆
う
も
の
と
な
っ
た

が
、
今
回
の
２０
年
計
画
は
、
前
々

回
の
１０
年
計
画
の
よ
か
っ
た
点
を

復
活
し
、
長
期
的
・
総
合
的
視
点

か
ら
、
多
様
な
農
業
経
営
の
重
要

性
を
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
た
感

が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
回
の
本

体
の
基
本
法
改
定
で
、
ま
た
逆
戻

り
し
た
の
で
あ
る
。

今
、
農
村
現
場
は
一
部
の
担
い

手
へ
の
集
中
だ
け
で
は
地
域
が
支

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
定
年
帰
農
、
兼
業
農
家
、
半

農
半
Ｘ
、
有
機
・
自
然
栽
培
を
め

ざ
す
若
者
、
耕
作
放
棄
地
を
借
り

て
農
業
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
消
費

者
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
多
様
な
担
い

手
が
い
て
、
水
路
や
畔
道
の
管
理

も
含
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

機
能
し
、
資
源
・
環
境
を
守
り
、

生
産
量
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
短
絡
的
な
目
先

の
効
率
性
に
は
落
と
し
穴
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

中
山
間
地
直
接
支
払
い
や
多
面

的
機
能
支
払
い
も
あ
る
で
は
な
い

か
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
は
集
団
的

な
活
動
へ
の
補
助
部
分
が
多
く
、

個
別
経
営
に
対
す
る
支
払
い
は
不

十
分
と
の
声
が
多
い
。

ま
た
、
自
治
体
が
４
分
の
１
負

担
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い

る
。
自
治
体
負
担
を
な
く
し
、
国

の
責
任
で
、
個
別
農
家
へ
の
直
接

支
払
い
を
増
額
す
る
こ
と
が
現
場

に
と
っ
て
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。

（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機

構
は
４
月
２６
日
、
主
要
な
食

肉
卸
売
業
者
等
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
食
肉

販
売
動
向
調
査

２４
年
度
上

半
期
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

卸
売
業
者
に
お
け
る
２３
年

度
下
半
期
の
販
売
状
況
は
、

上
半
期
と
比
べ
て
、
牛
肉
全

体
で
は
、
４
割
が「
同
程
度
」

と
回
答
が
あ
っ
た
一
方
、
品

種
別
に
み
る
と
、和
牛
は「
小

売
り
向
け
需
要
の
増
加
」
か

ら
「
増
加
」
が
最
も
多
か
っ

た
（
「
同
程
度
」
同
率
）
。

豚
肉
全
体
で
は
、
６
割
強

が
「
同
程
度
」
と
回
答
が
あ

っ
た
一
方
、
品
種
別
に
み
る

と
、
国
産
豚
肉
は「
相
場
安
」

か
ら
「
増
加
」
が
「
減
少
」

を
上
回
っ
た
。

卸
売
業
者
に
お
け
る
和
牛

の
２４
年
度
上
半
期
の
販
売
見

通
し
で
は
、
量
販
店
向
け
が

「
減
少
」
と
な
る
中
、
輸
出

向
け
が
「
増
加
」
と
な
っ
た

ほ
か
、
焼
き
肉
店
向
け
、
ホ

テ
ル
向
け
の「
増
加
」が「
減

少
」
を
上
回
っ
た
。

豚
肉
は
、
消
費
者
の
低
価

格
志
向
か
ら
、
国
産
の
う
ち

「
切
り
落
と
し
」
の
み
が
「
増

加
」
と
な
っ
た
。

コ
ス
ト
上
昇
に
対
す
る
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
に
つ
い

て
、
卸
売
業
者
で
は
「
多
く

の
商
品
で
価
格
転
嫁
で
き

た
」
は
牛
肉
で
２
割
、
豚
肉

で
約
３
割
に
と
ど
ま
っ
た
。

転
嫁
で
き
な
い
理
由
と
し
て

は
、
「
消
費
者
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
」
「
販
売
状
況
が

悪
化
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
」

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

６
月

６
日

㈱
全
日
本
農
協
畜
産

公
社
株
主
総
会

１１
日

全
開
連
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１２
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

通
常
総
会
（
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
市
ヶ
谷
）

全
国
開
拓
振
興
協
会

定
時
総
会
（
同
）

２４
日

豊
橋
農
協
通
常
総
会

２５
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
通

常
総
会

２６
日

福
岡
県
畜
産
事
協
通

常
総
会

２７
日

香
取
開
拓
農
協
通
常

総
会肥

後
開
拓
農
協
通
常

総
会佐

賀
県
開
拓
畜
産
事

協
通
常
総
会

２８
日

静
岡
県
開
拓
農
協
連

通
常
総
会

開
拓
な
が
さ
き
農
協

通
常
総
会

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
通
常
総
会

和
牛
は
焼
肉
店
・
ホ
テ
ル
で
増

農
業
生
産
関
連
事
業
５
％
増
加

２４
年
度

上
半
期
食
肉
販
売
動
向
調
査

２２
年
度
６
次
産
業
化
総
合
調
査

改定「基本法」は食料・農業・農村を救うか ２
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農
水
省
は
４
月
２６
日
、「
２４

年
度
農
薬
危
害
防
止
運
動
」

の
実
施
を
発
表
し
た
。
実
施

期
間
は
６
月
１
日
〜
８
月
３１

日
。
農
薬
を
使
う
機
会
が
増

え
る
時
期
に
、
事
故
防
止
の

た
め
重
点
的
に
注
意
喚
起
を

行
う
。

▼
農
薬
の
使
用
時
に
は
、

誤
飲
対
策
や
飛
散
防
止
対
策

が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
使

用
時
の
注
意
点
や
保
管
方
法

を
よ
く
確
認
し
、
使
用
者
自

身
は
も
と
よ
り
周
囲
の
人
も

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２４
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
守

ろ
う
農
薬
ラ
ベ
ル
、
確
か
め

よ
う
周
囲
の
状
況
」に
設
定
。

ラ
ベ
ル
の
表
示
事
項
を
守
る

こ
と
と
、
周
辺
へ
の
農
薬
の

飛
散
防
止
の
徹
底
を
訴
え
て

い
く
。

取
り
組
み
事
項
は
、
農
薬

の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
、
事
故
防
止
の
た
め
の
指

導
、
適
正
使
用
な
ど
の
指
導

―
な
ど
の
５
項
目
。
中
で
も

重
点
的
に
指
導
に
取
り
組
む

の
は
、
①
適
切
な
防
護
装
備

の
着
用
の
徹
底
②
土
壌
く
ん

蒸
剤
を
使
用
し
た
後
の
適
切

な
管
理
の
徹
底
③
住
宅
地
な

ど
で
農
薬
を
使
用
す
る
際
の

周
辺
へ
の
配
慮
と
飛
散
防
止

対
策
の
徹
底
④
誤
飲
を
防
ぐ

た
め
、
施
錠
さ
れ
た
場
所
に

保
管
す
る
な
ど
、
保
管
管
理

の
徹
底
の
４
項
目
と
な
っ
て

い
る
。

▼
今
後
、
無
人
マ
ル
チ
ロ

ー
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
も
含
む
）

で
農
薬
散
布
を
行
う
生
産
者

も
増
え
る
と
み
ら
れ
る
。
あ

ら
か
じ
め
機
械
の
取
り
扱
い

説
明
書
を
よ
く
読
み
、
散
布

装
置
の
機
能
や
性
能
を
よ
く

理
解
し
、
記
載
さ
れ
て
い
る

散
布
方
法
（
飛
行
速
度
・
飛

行
高
度
・
飛
行
間
隔
や
最
大

風
速
）
を
よ
く
確
認
し
て
使

用
す
る
。

日
本
で
消
費
さ
れ
る
野
菜

の
約
６
割
が
加
工
・
業
務
用

で
、
う
ち
３
割
程
度
が
輸
入

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
加
工
・
業
務
用

野
菜
の
需
要
増
加
や
、
国
産

品
が
品
薄
に
な
る
時
期
に
外

国
産
が
多
く
輸
入
さ
れ
て
い

る
た
め
で
、
周
年
安
定
供
給

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

農
水
省
は
食
料
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
、
野
菜
の
国
産

シ
ェ
ア
奪
還
を
目
指
し
て
い

る
。国

産
野
菜
の
周
年
安
定
供

給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

国
産
野
菜
の
利
用
拡
大
に
取

り
組
む
意
欲
の
あ
る
生
産
・

流
通
・
実
需
等
の
関
係
者
が

集
ま
り
、
生
産
か
ら
販
売
ま

で
の
関
係
者
が
連
携
し
た
取

り
組
み
等
を
推
進
す
る
「
国

産
野
菜
シ
ェ
ア
奪
還
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
会
員
の
募

集
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
４
月
２６
日
、
同
省
で
設

立
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
は
坂
本

農
水
大
臣
が
登
壇
し
「
協
議

会
に
お
い
て
、
国
産
シ
ェ
ア

奪
還
に
向
け
た
課
題
の
洗
い

出
し
や
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
国
産
野
菜

の
需
要
喚
起
に
取
り
組
み
、

農
水
省
と
し
て
も
し
っ
か
り

と
皆
様
の
活
動
を
後
押
し
し

て
い
き
た
い
」と
語
っ
た（
写

真
）
。

そ
の
後
、
加
工
・
業
務
用

野
菜
の
生
産
に
取
り
組
む
生

産
者
な
ど
か
ら
事
例
紹
介
が

行
わ
れ
、
様
々
な
課
題
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
約
２
８
０
名
が

参
加
し
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
今
後
、
国
産
野
菜

の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
。

農
水
省
は
４
月
か
ら
「
お

茶
の
可
能
性
は
無
限
！
〜
お

茶
×
（
か
け
る
）
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
〜
」
を
開
始
し
た
。
日

本
茶
に
関
す
る
多
様
な
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
情
報
発

信
を
行
い
、
日
本
茶
の
良
さ

を
周
知
し
消
費
を
拡
大
さ
せ

る
ね
ら
い
だ
。

お
茶
は
日
本
人
の
生
活
と

文
化
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

も
の
だ
が
、
長
期
的
に
消
費

量
・
産
出
額
と
も
に
減
少
傾

向
に
あ
る
。
一
方
、
２３
年
の

輸
出
額
が
２
９
２
億
円
と
過

去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、

海
外
か
ら
の
注
目
度
は
高
ま

っ
て
お
り
、
日
本
茶
の
可
能

性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
新
茶
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
日
本
茶
が
お
い
し

い
こ
の
時
期
に
、
お
茶
に
関

係
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
様
々
な

取
り
組
み
を
通
し
て
、
多
様

な
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、

暮
ら
し
の
中
で
お
茶
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
日

本
茶
生
産
者
な
ど
関
係
者
か

ら
「
お
茶
×
○
○
（
○
○
に

は
日
本
茶
と
掛
け
合
わ
せ
る

物
事
）
」
に
関
す
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
等
を
募
集
す
る
（
例
：

お
茶
×
パ
ン
・
お
茶
×
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
）
。
同
省
は
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
産
地
又
は

事
業
者
名
、
事
業
者
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
と
併

せ
て
情
報
発
信
す
る
。

提
案
さ
れ
た
「
新
た
な
お

茶
の
楽
し
み
方
」
は
、
同
省

職
員
が
同
省
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｂ
Ｕ

Ｚ
Ｚ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
」
や
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
。
応
募
の

際
は
、
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

１
面
で
紹
介
し
た
乳
用
牛

へ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
が
心
配
さ
れ
る
が
、
野

生
鳥
獣
へ
の
対
策
は
生
産
者

の
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い

る
。農

水
省
の
全
国
鳥
獣
被
害

対
策
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
で
も
登

場
し
た
対
策
機
を
紹
介
す

る
。◇

レ
ー
ザ
ー
で
カ
ラ
ス
を

撃
退牛

舎
に
度
々
侵
入
し
病
害

を
も
た
ら
す
カ
ラ
ス
対
策
と

し
て
、
１
つ
目
の
企
業
が
開

発
し
た
「
カ
ラ
ス
撃
退
レ
ー

ザ
ー
」
は
、
非
常
に
目
の
良

い
カ
ラ
ス
が
嫌
が
る
緑
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
い
る
。

発
光
す
る
形
は
四
角
や
リ

ボ
ン
な
ど
１０
タ
イ
プ
の
中
か

ら
ラ
ン
ダ
ム
で
、
５
分
間
隔

で
オ
ン
オ
フ
を
繰
り
返
し
な

が
ら
光
る
た
め
、
カ
ラ
ス
が

嫌
が
り
逃
げ
て
い
く
。
装
置

が
首
を
振
る
範
囲
は
０
〜
３

５
５
度
で
、
設
置
後
に
首
振

り
角
度
を
調
整
す
る
こ
と
も

可
能
。
家
庭
用
電
源
に
接
続

す
る
だ
け
で
よ
く
、
別
売
り

の
電
源
タ
イ
マ
ー
を
使
う
こ

と
で
、
カ
ラ
ス
の
活
動
時
間

や
牛
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
設
定
が
で
き
る
。

１
台
の
機
械
で
半
径
２５
〜

３０
ｍ
程
度
の
範
囲
で
効
果
を

発
揮
し
、
レ
ー
ザ
ー
で
あ
る

た
め
、
牛
に
は
影
響
な
く
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
光
で
カ
ラ
ス
、
超
音
波

で
野
生
小
動
物
の
侵
入
防
止

２
つ
目
の
企
業
が
開
発
し

た
２
機
を
紹
介
す
る
。

▽
「
エ
バ
ジ
ー
ク
ロ
ウ
」

は
、
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
ラ
ン

ダ
ム
に
光
る
こ
と
に
よ
り
、

様
々
な
対
策
に
す
ぐ
に
慣
れ

て
し
ま
う
カ
ラ
ス
に
有
効
な

機
械
と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
と
連

動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
自

動
で
点
灯
・
消
灯
が
可
能
。

効
果
が
及
ぶ
範
囲
は
、
半
径

５０
ｍ
ま
で
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
実
証

で
は
、
２
年
半
経
過
し
た
後

も
効
果
が
持
続
し
て
い
る
。

▽
「
エ
バ
ジ
ー
」
は
、
超

音
波
で
小
動
物
の
侵
入
を
防

止
す
る
機
械
。
病
原
体
を
媒

介
す
る
ネ
ズ
ミ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
ほ
乳
類
の
害
獣
全
般

に
効
果
が
あ
る
。

豚
に
は
全
く
問
題
は
な
い

が
、
乳
牛
で
は
乳
量
が
少
々

減
少
し
た
と
い
う
声
が
あ
る

た
め
、
牛
に
は
超
音
波
が
届

か
な
い
位
置
へ
の
設
置
が
推

奨
さ
れ
る
。

複
数
の
音
の
パ
タ
ー
ン
か

ら
ラ
ン
ダ
ム
で
出
力
す
る
仕

組
み
の
た
め
、
害
獣
が
慣
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
ほ
か
、
超
音

波
の
音
圧
が
高
い
こ
と
か

ら
、
発
売
か
ら
５
年
半
が
経

過
し
、
効
果
が
継
続
し
て
い

る
例
も
あ
る
。

鳥
獣
害
対
策
機
械
を
紹
介

農
薬
危
害
防
止
運
動
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ザ
ー
・
超
音
波
の
機
械
が
活
躍

使
用
後
は
必
ず
帳
簿
に
記
録
を

㊨
カ
ラ
ス
撃
退
レ
ー
ザ

ー
の
実
物

㊦
ラ
ン
ダ
ム
に
出
る
レ

ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
の
形

写真・ポスターともに山陰
パナソニック㈱の資料から

国
産
野
菜
シ
ェ
ア
奪
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

出
力〔
Ｗ
〕

農
水
省
加
工
・
業
務
用
を
中
心
に

出
力
周
波
数〔
Ｋ
Ｈ
ｚ
〕

写真・図ともにイーマキーナ㈱の資料から
『エバジー』の効果を継続させる工夫

お
茶
×
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始

エバジークロウの最大
有効範囲（半径５０ｍ）

挨拶する坂本大臣

農
水
省
日
本
茶
の
情
報
を
発
信

エバジーの実物
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２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
全

開
連
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
開
拓
牛

枝
肉
共
進
会
」
で
、
開
拓
和

牛
の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
牧
原
牧
場
㈱
（
鹿
児
島
）

を
訪
ね
た
。

同
牧
場
は
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
串
良
町
に
あ
り
、
大
隅
半

島
の
中
央
部
で
、
標
高
は
比

較
的
低
い
場
所
に
位
置
し
て

い
る
。

た
も
つ

２
０
１
６
年
に
牧
原
保
さ

ん
（
薩
州
開
拓
農
協
代
表
理

事
組
合
長
）
が
代
表
取
締
役

と
な
り
法
人
化
し
て
、
現
在

は
交
雑
種
去
勢
約
２
０
０

頭
、
黒
毛
和
種
約
６
０
０
頭

（
去
勢
約
４
０
０
頭
）
の
肥

育
と
、
黒
毛
和
種
の
繁
殖
用

雌
約
１
０
０
頭
の
管
理
を
串

良
町
内
の
３
ヵ
所
で
行
っ
て

い
る
。

当
初
は
、
代
表（
保
さ
ん
）

の
父
が
酪
農
を
営
ん
で
お

り
、
８０
年
に
乳
用
種
去
勢
牛

の
肥
育
（
約
２
０
０
頭
）
を

始
め
た
こ
と
か
ら
、
酪
農
は

代
表
の
兄
が
引
き
継
い
だ
。

９０
年
か
ら
交
雑
種
肥
育
に
転

換
し
、
０４
年
に
代
表
が
後
継

者
と
し
て
就
農
し
た
。
既
存

施
設
の
買
い
取
り
や
、
牛
舎

の
新
築
な
ど
を
経
て
現
在
の

よ
う
な
規
模
と
な
っ
た
（
繁

殖
は
１７
年
か
ら
）
。

ひ

さ

し

従
業
員
は
、
三
男
の
恒
士

さ
ん
を
含
め
て
６
名
が
勤
務

し
て
い
る
。

初
め
に
新
し
い
繁
殖
牛
舎

を
訪
れ
た
が
、
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
た
美
し
い
牛
舎
だ
っ

た
。ワ
ラ
、オ
ー
ツ
な
ど
の
粗

飼
料
が
十
分
に
給
与
さ
れ
、

良
い
環
境
で
牛
も
く
つ
ろ
い

で
い
た
。

母
牛
が
子
育
て
で
き
る
場

合
は
母
牛
に
つ
け
、
２
〜
３

ヵ
月
哺
育
す
る
。
後
継
牛
も

優
良
な
種
を
選
ん
で
い
る
。

ま
た
、
当
牧
場
の
出
荷
牛

で
優
秀
な
成
績
の
種
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
後
継
牛
と
し

て
い
る
。

肥
育
牛
舎
で
も
、
敷
料
が

乾
い
て
お
り
、
牛
た
ち
は
の

び
の
び
と
過
ご
し
て
い
る
。

肥
育
で
は
、
粗
飼
料
の
多

給
な
ど
に
よ
る
腹
作
り
と
共

に
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
の
大
豆
た
ん
ぱ
く
の
給
与

な
ど
、
肉
付
き
ア
ッ
プ
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
バ
ラ
の

厚
み
も
出
て
く
る
。

後
期
１９
ヵ
月
齢
か
ら
去
勢

に
大
麦
で
雌
に
大
豆
を
給
与

し
て
脂
の
質
を
上
げ
る
。

個
体
管
理
で
の
強
肝
剤
や

ビ
タ
ミ
ン
添
加
な
ど
も
常
に

心
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
同
農
場
の
特
筆
す

べ
き
点
と
し
て
、
全
頭
削
蹄

（
爪
切
り
）
を
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１５
〜
１８

ヵ
月
齢
で
和
牛
・
交
雑
種
を

問
わ
ず
行
っ
て
い
る
。

恒
士
さ
ん
は
「
削
蹄
を
行

う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
な
く

過
ご
せ
、食
下
量
も
増
え
る
。

蹄
が
長
い
と
動
き
に
く
く

な
り
、
成
長
も
遅
れ
る
。
爪

を
揃
え
て
姿
勢
を
良
く
す
る

こ
と
が
、
良
い
牛
を
育
て
る

コ
ツ
」
と
話
す
。

さ
ら
に
、
複
数
の
セ
ン
サ

ー
を
内
蔵
し
た
首
輪
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
牛
の
行
動
や

状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、疾
病
兆
候
・
起
立
困

難
な
ど
の
症
状
が
出
る
と
、

ス
マ
ホ
に
ア
ラ
ー
ム
で
通
知

さ
れ
る
。
こ
れ
で
、
事
故
を

防
ぐ
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

今
後
の
目
標
と
し
て
、
繁

殖
成
績
を
安
定
さ
せ
、
完
全

一
貫
生
産
体
制
の
確
立
を
目

指
す
。

恒
士
さ
ん
に
は
、
１
〜
３

歳
の
３
人
の
お
子
さ
ん
が
お

り
、
将
来
が
楽
し
み
だ
。

沢
山
の
人
と
関
わ
り
、
組
合
の
力

と
な
れ
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
員
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

広
島
県
北
広
島
町
の
若
林

開
拓
は
、
県
北
西
部
の
山
地

で
広
島
市
の
北
側
に
位
置

し
、
標
高
は
４
０
０
ｍ
近
い

高
地
に
あ
る
。

ま
た
、
島
根
県
と
の
県
境

に
は
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々

が
連
な
り
、降
雪
量
も
多
く
、

近
く
に
ス
キ
ー
場
が
集
積
し

て
い
る
。

４６
年
に
大
陸
か
ら
の
引
き

揚
げ
者
を
含
む
３１
名
が
入
植

し
た
。

し
か
し
、
農
業
の
経
験
が

無
く
、
草
の
刈
り
方
も
知
ら

な
い
人
も
お
り
、
仲
間
の
人

た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
の
一
鍬
一
鍬
と
な
っ
た
。

と
に
か
く
食

料
の
自
給
が
先

決
な
の
で
、
雨

降
り
に
は
湿
地

を
、
腰
ま
で
浸

か
っ
て
田
を
起

こ
し
た
。
全
て

人
の
手
作
業
な

の
で
、
長
い
年

月
を
要
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
苦

労
し
て
作
っ
た

田
も
、
用
水
不

足
で
大
雨
が
降

ら
な
い
と
田
植
え
が
で
き
な

い
。
主
食
を
自
給
す
る
ま
で

に
は
長
い
年
月
を
要
し
た
。

一
方
、
野
菜
で
収
入
を
得

よ
う
と
、
ダ
イ
コ
ン
・
ハ
ク

サ
イ
を
育
て
た
が
、
土
地
が

痩
せ
て
い
る
の
と
、
肥
料
が

充
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
思

う
よ
う
に
収
入
が
上
が
ら

ず
、
前
途
多
難
で
あ
っ
た
。

野
菜
・
モ
モ
・
葉
タ
バ
コ

な
ど
次
々
に
取
り
組
ん
だ

が
、
決
定
的
な
作
物
と
は
な

ら
ず
、
酪
農
に
落
ち
着
く
家

が
で
て
き
た
。

広
島
県
戦
後
開
拓
史
（
広

島
県
開
拓
農
協
編
）の
中
で
、

若
林
開
拓
の
女
性
の
方
が

「
何
よ
り
も
辛
か
っ
た
の
は
、

開
拓
に
土
地
を
取
ら
れ
た
地

主
が
開
拓
の
子
ど
も
た
ち

に
、
あ
ん
た
達
は
ひ
ど
い
こ

と
を
し
た
、
と
再
三
再
四
言

わ
れ
た
こ
と
」
と
し
て
「
で

も
、
そ
ん
な
事
に
気
を
取
ら

れ
て
は
作
業
が
で
き
な
い
。

何
事
に
も
目
を
つ
む
り
、
た

だ
生
き
る
た
め
に
一
生
懸
命

だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

８５
年
、
入
植
４０
周
年
を
記

念
し
て
記
念
碑
が
建
て
ら

れ
、
入
植
者
３１
名
の
名
が
刻

ま
れ
た
。
こ
の
時
は
当
時
の

入
植
者
は
す
で
に
半
数
と
な

っ
て
い
た
。

同
開
拓
史
の
中
で
女
性
が

「
子
ど
も
が
後
を
継
が
な
い

こ
と
を
悲
し
ま
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
汗げん

と
涙
を
吸
っ
た
土
地
が
、
厳

ぜ
ん然

と
し
て
こ
こ
に
あ
る
の
だ

か
ら
。
こ
の
石
碑
が
子
や
孫

に
と
っ
て
故
郷
の
証
し
と
し

て
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。

即
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
早
く
仕

事
を
お
ぼ
え
て
精
一
杯
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

チ
ク
レ
ン
の
赤
身
牛
肉
を
よ
り
多

く
の
方
に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

削蹄で牛の状態は良好

ま つ う ら

松浦すみれ
開拓ながさき農協

動きを感知する首輪

う と ひかる

宇都 光
北海道チクレン

さ い と う け い た

斎藤慶太
栃木県開拓農協

パート２ 各地の会員編

はやし だ じゅん た ろ う

林田純太郎
開拓ながさき農協

な か が わ ゆ う と

中川雄登
北海道チクレン

上：最優秀賞の牧原牧場㈱の皆さん
保さん（右）、恒士さん（中央）

左：清潔で快適な繁殖牛舎

子や孫の心に残る記念碑
広島県北広島町・若林開拓

開拓組織の新しい仲間開拓組織の新しい仲間

鹿児島県
鹿 屋 市牧原牧場㈱鹿児島県
鹿 屋 市牧原牧場㈱
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農研機構は４月１８日、「北海道スマー
トフードチェーンプロジェクト（※）
事業化戦略会議２０２４」を道内のホール
とオンラインでつないで開催。
本紙７８３号で紹介した開拓酪農家の

中村牧場の中村由美子さんが、同会議
のパネラーとして生産者の立場から意
見を発表した。
◆テーマ１：北海道農産物の実需ニ
ーズに向けた生産現場の技術と課題
由美子さんは、①生産費に対して、
生産物の価格が対応していない。再生
産を保証する所得が見込めないことか
ら、担い手育成が進まない。また、現
役の４０～５０代も、傷の大きくならない
うちに離農する状況が散見される。
②農業のスマート化・畜産クラスタ
ーは、短期間に大きな負債を負った農
家が大変苦労している。クラスターの
返済も始まるため、大変悩んでいる。
③温暖化に対応して品目や品種を多

様化して危険分散を図る必要がある。
温暖化にも寒い環境にも対応できるよ
うな品目を開発し、栽培技術を指導し
て欲しい―と訴えた。
これらの課題への対応策として、農
業者は量的にも質的にも、食の安全を
保証することに責任と誇りを持って取
り組んでいる。物価高騰の中で海外由
来の商品がスーパーで安さを前面に出
して取り扱われているが、せめて、売
り場で国産品・輸入品の判別がしやす
い工夫をお願いしたい。特に酪農の分

野では、チーズは多くの日本のメーカ
ーが作っているが、原材料は輸入チー
ズであることは、ほとんど知られてい
ない。
国産品だと分かるように表示して欲
しい。それが私たち生産者の希望だ。
と具体例を示して説明した。
◆テーマ２：北海道農業の発展に向
けた研究開発への期待と展望
温泉の地熱を利用したマンゴーやイ
チゴの生産技術の紹介などを受け、生
産現場では、最新の技術を取り入れた
いのはもちろんだが、導入コストが高
いことが一番の問題。
また、個々の農家でも使いやすい技
術を開発して頂けると有り難い。例え
ば、衛星写真からほ場の状況を分析し
た可変施肥の技術も、この情報が普及
センターなどの地域の近いところにあ
れば、日常的に「うちの畑の場合はど
うなんだろう」と確認できる。
また、本来畜産クラスターの政策は、
農家が集まって技術を共有するという
趣旨で作られた。実際は、大規模農家
だけが利用する形になってしまってい
て、中小の農家が置いていかれている

感じを受けている、と中小酪農家の率
直な気持ちを訴えた。
◆「北海道農業への期待と提言」
最後に、フリップを用いた意見表明
で、由美子さんは「二極化対策」と答
えた。
温暖化の状況だが、冬は今でも１月
末から２月の初めは、本当に寒い日は
マイナス２０度くらいになる。朝、搾乳
の時に機械が普通には動かなくなる状
況を毎年経験している。冬は寒いし夏
は暑い中でも牛は生活しているため、
そうした二極化への対策が必要。また、
１千頭近い牛を飼っているメガファー
ムも増えているが、石狩管内では、２０
～３０ha の畑で１００頭程度という農家も
多い。そうした家族経営とメガファー
ムの二極化に対する対策も必要、と現
場の実状を訴えた。
由美子さんの訴えは、他のパネリス
トからも共感を得、酪農現場の切実な
課題が共有された。
（※）スマートフードチェーンとは、
生産・流通・加工・食品製造・消費を
つなぎ、流通の最適化などを目指す取
り組み。

有機栽培大豆は、様々な用途で
需要がある。大豆や小麦などの有
機畑作は、輪作体系や除草法が確
立されつつあり急速に拡大してい
るが、大豆子実を食害するマメシ
ンクイガ（以下、同虫）の防除手段
がなく、栽培の障害となっている。
一方、同虫と同じハマキガ科に
属するチャノコカクモンハマキ
（お茶の害虫）では、青色の光を照
射すると被害が軽減できるとの知
見がある。
そこで、（地独）北海道立総合
研究機構中央農業試験場は、有機栽培
大豆で問題となる同虫の光応答反応を
解明し、LEDを用いた光防除法を開発
した。
本技術は複数の試験（１８～２３年にか
けて実施）を経て開発に至ったもので
あり、その試験の一部を紹介する。な
お、生産者のほ場での試験では品種「ユ
キホマレ」を、同試験場での試験では
「トヨムスメ」を供試している。
①同虫の光応答反応の解明
成虫の基本的な行動リズムを明らか
にするため、実験室内で赤外線センサ
ーの行動記録装置を用いて、固有の行
動リズムを解明。また、行動リズムを
喪失する光照射法を検討した。
その結果、成虫は明暗が切り替わる
直前～直後に活発に活動した。実験か

ら、同虫は概日時計で行動しているこ
とが確認され、恒明（常に明るい）条
件下ではリズムを失い活動量が低下し
た。そのため、野外でも人為的な光照
射によって夜がまだ来ていないと誤認
するような条件下では、行動リズムが
変化する可能性が示された。
②照射による被害抑制効果と照射方
法の検討
防除に適した LEDの波長や設置方
法、期間などを検討するため、青色
LED（濃い青：波長４４８～４５８ナノメー
トル）を大豆ほ場の外縁に設置し１５時
前後～翌７時まで終夜照射したとこ
ろ、被害が抑制された。
照度が１ルクス（月明り程度）以上
の地点において効果が高かったが、照
射ほ場内であれば、光が届きにくいほ

場中心部などでも被害粒率は低い傾向
があった。なお、薄い青（４６８ナノメー
トル）と黄・緑色LEDの照射では高照
度でも防除効果は認められなかった
（写真）。
昆虫は、種類によって光に対する行
動が異なり、また、光の色により影響
度も異なる。同虫は特に濃い青の光に
影響を受けることが明らかになった。
室内観察により青い光を避ける行動が
確認されたことから、光照射による行
動リズムの変化に加え、光を嫌う「忌
避」も防除効果に影響していると同試
験場は推測している。
③導入リスクと収益性の検討
照射による大豆生育と収量への影

響、他種害虫による加害リスク、無処
理区との粗収入の差を明らかにするた
め、試験を複数行った。
大豆の開花期１週間後以降から青色
LED照射を開始したほ場では、大豆の
生育に影響は認められなかった。一方、
開花期からの照射では主茎長が短く、
さ や

莢数の減少などにより減収した。
９月末頃まで照射を続けると、特に

LED直下の大豆は成熟が大幅に遅れ、
収穫に至らなかった。８月頃までの照
射では５ルクス未満の区間での成熟程
度や収量には影響がなかった。５～１０
ルクスの区画では成熟がやや遅れた
が、一般的な収穫時期である１０月中旬
頃には無処理とほぼ同等の成熟程度に
達した。
青色 LED照射はカメムシ類など他
種害虫による子実被害を助長すること
はなかった。また、導入ほ場では規格
内収量の増加に伴い粗収入が向上し、
無処理区を上回った。
〈活用法と留意点〉
同防除技術を利用する場合は、図の
通りに青色LEDを設置する。また、同
試験場によると、枝豆や飼料用大豆栽
培ほ場でも同様に防除効果が期待され
るとしている。
なお、本研究では市販の電飾用LED
を用いており、照射範囲の狭さが課題
となっている。そのため、同試験場は
広範囲に照射が可能でコスト面を考慮
した専用 LEDのメーカーとの共同開
発を予定している。

北海道スマートフード
チェーンプロジェクト会議で中村さ

んが発表
生産者の視点から率直な指摘

写真提供：農研機構北農研センター

濃い青色LED照射で大豆を守る！濃い青色LED照射で大豆を守る！
道総研 マメシンクイガ防除技術

写真：各色LED比較試験の様子と効果

写真・図は（地独）北海道立総合研究機構中央農業試験場の提供
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飼料価格の異常な高騰と高止まりが
依然として生産者を苦しめており、エ
コフィードの活用が益々求められてい
る。
愛媛県農林水産研究所畜産研究セン
ターは、規格外のサトイモを飼料化し
乳用牛に給餌したところ、他飼料との
５０％混合（乾物比）により牛の嗜好性
を損ねることなく、その栄養価は濃厚
飼料として広く利用されているフスマ
（精麦残さ）よりも高いことを明らか
にした。
～サトイモの種の役割を果たす「親
イモ」～
サトイモは、「親イモ」が種の役割
となり、そこから「子イモ」「孫イモ」

が地表に出てツルのように増殖して育
っていく。食用として食べられている
サトイモはこの子イモや孫イモの部分
で、種や球根の役割を果たしている親
イモは、食感がパサパサとしているた
め、市場に出回らない規格外サトイモ
として廃棄されている。サトイモ生産
の盛んな愛媛県での親イモの排出量
は、推計で年間１６００ｔに上る。
現在、サトイモ農家では、廃棄費用
や手間を省くため、子イモ・孫イモの
収穫後、親イモをサトイモ畑にすき込
んでいるが、この方法は土壌の病害の
原因ともなるため推奨されていないこ
とから、今後の有効活用が望まれてい
る。そこで同センターでは、親イモの

乳牛用飼料としての利用性解明に向け
て、親イモの嗜好性調査と栄養価測定
を行った。
～調査方法～
試験に用いたサトイモは、愛媛県内
の選果場から収集したものを洗浄して
１㎝角に切断処理した上で、保存性を
考慮して半年間乳酸発酵させたサイレ
ージの形態とした。
嗜好性調査では、泌乳牛１２頭を供試
し、約５㎝に細断したスーダン乾草を
基礎飼料として、サトイモサイレージ
を乾物比で２５％ずつ段階的に置き換え
た試験飼料の給与後１時間内での摂取
量の変化を調べた。
栄養価測定では、乾乳牛３頭を用い
た全糞採取による消化試験を行い、栄
養成分の消化率を基にサトイモサイレ
ージの栄養価（可消化養分総量）を算

出した。
～結果～
嗜好性調査では、乾物比５０％のスー
ダン乾草をサトイモサイレージに置き
換えても高い嗜好性を維持したが、そ
れ以上では低下したため、乳牛への給
与は乾物配合率５０％を上限とする他飼
料との混合調製が必要と判定した。
栄養価測定では、サトイモサイレー
ジの可消化養分総量は７５．１％（乾物中）
と算出され、フスマよりも高い栄養価
を有することを見出した。
以上の結果から、規格外サトイモは
乳牛用飼料として有用と評価した。な
お、同センターでは現在、サトイモサ
イレージを原料としたＴＭＲ飼料の泌
乳牛への給与試験を実施中である。
嗜好性試験ではスーダン乾草と置き
換えたが、濃厚飼料としての利用が適
当である。

乳用牛に発生する血乳症は、明確な
治療法が確立されていない。
ＮＯＳＡＩ宮城県北家畜診療センタ
ーは、血乳症の発生要因と対策につい
て調査し、キノコやジャガイモなどか
ら抽出できる糖類の仲間である「トレ
ハロース」の給与で血乳症の予防・治
療ができる可能性が示唆された。
◇血乳症の発生時期
同センターは健康な乾乳牛１３頭を対
象に、分娩予定７日前と分娩後２日目
に乳汁検査を実施した。
その結果、分娩予定７日前に血乳症
が確認されたのは５２分房（１３頭）のう
ち１９分房（３６．５％）で、そのうちの

８９．５％は分娩後２日目の検査でも血乳
症だった（写真）。
分娩前に血乳が認められた分房は、
分娩後も血乳である割合が高いことが
確認された。
◇トレハロース給与による血乳症対
策
①健康な乾乳牛１１頭を供試。トレハ
ロースを給与する給与区に６頭、対照
区に５頭を配置。給与区には、分娩予
定７日前～分娩後２１日目まで、トレハ
ロースを１日１回５０ｇ、朝の給餌時に
トップドレスで給与した。給与開始前
後に採血を行い、血液の酸化度と総抗
酸化能を測定した。
②分娩前に血乳症がみられた乳牛計
７頭にトレハロースを給与し、分娩後
の乳汁への効果を調査するため、乳汁
検査の翌日からトレハロース５０ｇを１
日１回、朝の給餌時に給与した。分娩
予定７日前と分娩後５日目に乳汁を採
取して、血乳スコアを算出した。対照
区に７頭を配置した。
◇トレハロース給与の効果
①の試験では、給与群で酸化度は横
ばいに推移し、総抗酸化能は高まった。
②では、図のとおりの結果となった。
給与群では分娩前の検査で血乳が認め
られた分房以外で血乳があった１頭の
みスコアが増加したが、他の牛では血

乳スコアが減少、または０になった。
以上のことから、分娩前に発生する
血乳症には発生要因に酸化ストレスが
関係している可能性が考えられ、抗酸
化能を高めるトレハロース給与が血乳
症対策として有効であると考えられ

た。
同センターは今後、ビタミンなどと
の併用でより効果的な血乳症対策を検
討していく予定だ。
※各試験の牛群の牛は、全て別の牛
である。

ホタテの貝殻は焼却して廃棄するこ
とができないため、産業廃棄物として
長らく野積みになっていた。北海道函
館市の２つのホタテ貝関係企業が協力
して、廃棄するホタテ貝殻をリサイク
ルする取り組みを開始した。不純物を
取り除き粉砕して加工し、肥料などに
製品化。廃棄量の大量削減に貢献して
いる。

ホタテの貝殻は土壌の pH緩衝作用
の改善に有効であり、石灰石にはない
有機成分も含まれているため、副産石
灰肥料・土壌改良材・炭酸カルシウム肥
料として利用できることから、牧草地
や畑（そば・アスパラガスなど）で利用
されている。また、牛舎では牛の体に
優しいすべり止め、除菌剤などとして
牛舎環境の改善などで活躍している。

規格外サトイモを飼料化
５割代替まで嗜好性問題なし

トレハロースで血乳症改善
発生予防にも効果

廃棄ホタテ貝殻 牛舎や畑で再利用
すべり止めや除菌剤、肥料として

分娩予定７日前に採取した血乳の
一例。左からＡ（左前）・Ｂ（左後ろ）
・Ｃ（右前）・Ｄ（右後ろ） きゅういち㈱の資料から

親イモ
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「食品衛生法」が２０１８年に改正され
た。食中毒などの発生を未然に防止す
るための措置が強化された。以前は届
出が必要なかった、自家産の野菜で漬
物を作って販売する生産者等も、今回
の改正で保健所への届出が必要となっ
た。新たに届出が必要となる食品製造
等事業者については、改正法施行から
５年の経過措置が設けられていたが、
それもこの５月３１日に期限を迎える。
これまで６次産業化などで、生産し
た牛乳をチーズに加工したり、野菜の
生産者が自ら漬物等の加工品を作って
道の駅などで販売していた場合でも、
５月３１日までに届出を行わないと、そ
うした加工品が販売できなくなる。
今後も製造販売を行う予定でまだ届
出を行っていない場合は、早急に保健
所に連絡を取り、「届出を行う意思が
ある」ことを連絡する必要がある。主
な変更点や届出書類の提出方法を確認
する。
◇届出が必要な業種が大幅に拡大
１８年の法改正により、以前は「要許
可業種」のみ必要だった届出が、「要
許可業種」と新たに設けられた「要届
出業種」の双方で必要となった。この
２業種にはほとんどの加工品製造販売
業者が含まれる。なお、常温で保存可
能な包装食品のみを販売している営業

者のみが届出を免除される。
今般の改正が行われた理由は、改正
前の届出制度が１９７２（昭和４７）年以降
見直しが行われておらず、実態に合わ
なくなっていたため。食中毒などのリ
スクに対応するため、関係者の意見を
聞いて、届出を行うべき営業者の見直
しが行われた。
併せて営業許可業種の範囲も見直さ
れ、区分が変更になっていたりと多岐
にわたるが、改正前は「乳酸菌飲料製
造業」だった対象が「乳処理業、乳製
品製造業、または清涼飲料水製造業」
に範囲が拡大されているほか、「複合
型冷凍食品製造業」「複合型そうざい
製造業」「液卵製造業」「漬物製造業」
「食品の小分け業」が新設されている。
◇改正の概要
食品衛生法の主な改正点は、①大規
模または広域におよぶ「食中毒」への
対策を強化②「ＨＡＣＣＰに沿った衛
生管理」を制度化③特定の食品による
健康被害情報の届出を義務化④「食品
用器具・容器包装」にポジティブリス
ト制度（安全性を評価した物質のみを
使用可能とする制度）を導入⑤「営業
許可制度」の見直しと「営業届出制度」
の創設⑥食品等の「自主回収（リコー
ル）情報」は行政への報告を義務化⑦
「輸出入」食品の安全証明の充実―の

７点となっている。
温暖化などによる食中毒の増加など
に備え、新たな制度に適切に対応する
必要がある。
◇５月３１日までに必ず届出を
営業許可の申請方法（オンライン）
は、①「食品衛生申請等システム」へ
アクセス②食品等事業者情報登録（初

回のみ）③ログインＩＤとパスワード
を入力してログイン④「営業許可の申
請」を選択⑤必要情報を入力⑥申請―
の流れとなる。
５月３１日ギリギリとなる場合や紙で
提出したい場合などは、必ず最寄りの
保健所に相談することで、忘れず申請
を行いたい。

農畜産業振興機構は５月１４日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年３月分、確定値）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は４０都道府県で発動した。な
お、交雑種は昨年１２月分から４ヵ月連
続で発動していない。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が３万５４８０．７円（１月は１万５７９５．９
円、２月は１万８６１５．６円、ともに確定
値）となっている。
前月分と比べると、乳用種は素畜費
などが上昇し、販売価格は低下したた
め交付金は増額となった。

農水省畜産局は４月２３日、肉用子牛
生産者補給金制度の補給金単価（１～
３月分）を公表した。
その他の肉専用種で、平均売買価格
が補償基準価格を下回ったため、交付
が行われる。
補給金単価（１頭当たり）は、９万

５１０円だった。なお、これまで２期連続
（昨年７～１２月分）で発動していた黒
毛和種については、今回は発動しなか
った。
「その他の肉専用種」については、

２０年度から算定期間を１年（４～３月）
としている。

第７９２号（４月号）７面の記事で、
見出しが「乳用牛への黒毛和種交
配４３．１％に増加―性選別利用割合
は減少」とありますが、「乳用牛
への黒毛和種交配３９．９％に減少―
性選別利用割合は増加」の誤りで
した。
お詫びして訂正いたします。

食品衛生法、経過措置終了間近食品衛生法、経過措置終了間近
保健所に必ず届出を保健所に必ず届出を

ホームページは
こちらから�

〈先月号の訂正について〉

その他肉専用種で発動乳用種で発動継続
子牛基金１～３月分牛マルキン３月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

熊本県錦町のゼンカイミート㈱で
は、毎月最終土曜日に新鮮な牛肉など
の直売を行っている。
２０年７月の集中豪雨により、工場が
被災したが、昨年１０月に工場が再建さ
れてからは、１２月から直売も再開され
るようになった。
開拓農家が端正に育て上げた、開拓
牛、開拓交雑種牛、開拓和牛など、豊
富な品ぞろえで、多くのお客様を迎え
ている。
また、近隣の畑作農家とも連携し、
新鮮な地元の野菜や果物なども販売し

ている。
直売所は、食肉工場の敷地内にある
ので、新鮮で安心・安全な商品を取り
揃え、一般のスーパーなどではあまり
見られない牛ホルモンやレバーなどの
内臓もそろい、人気となっている。
新商品としては、交雑種牛のバラを
ロール状に巻いて輪切りにした「トル
ネードステーキ」が人気を呼んでいる。
集中豪雨による被災から見事に復活
し、新しく生まれ変わったゼンカイミ
ートの広々とした直売所で、新鮮でお
いしい牛肉を堪能していただきたい。

低価格指向が続
き、Ｆ₁・乳用種
は強もちあい

ゴールデンウィークが明け、動きは
おとなしく、和牛はこれまでも前年よ
り低い動きをしており、底堅い様子と
なっている。
Ｆ₁については、和牛の代替え需要等
もあり、Ｂ３で１６００円を超える動きと
なっている。
【乳去勢】４月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、９２６円（前年同月比８６％）と
なり、前月より４９円上がった。
５月に入っても、大きな動きは見ら
れないが、和牛、交雑種からのシフト
もあり強もちあいの推移。
【Ｆ₁去勢】４月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１６０５円（同１０６％）、Ｂ２が１４９１円

（同１１１％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が５９円、Ｂ２が５５円上がった。
連休後も、和牛からのシフトもあり、
Ｂ３で１６００円を超える相場が続いてい
る。
【和去勢】４月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２１６６円（同９３％）、Ａ３が２０３０円（同
９６％）だった。前月に比べ、Ａ４が１３
円下がり、Ａ３は２７円上がった。５月
に入っても、Ａ４で２２００円を割ること
が多い推移となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は５月
の輸入量を総量で４万２４００ｔ（同９１％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万６０００ｔ（同
９９％）、冷凍品が２万６４００ｔ（同８７％）。
冷凍品は国内需要が低迷している中に
あって、輸入量の大幅な減少が見込ま
れる。
【出荷頭数】５月の出荷頭数は、和

牛４万４００頭（同１０６％）、交雑種２万
１０００頭（同１０２％）、乳用種２万４７００頭
（同９８％）と、乳用種のみが前年を下
回る出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９００～１０００
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０円、同Ｂ
３が１５５０～１６５０円、同Ｂ２が１４５０～
１５５０円、和牛去勢Ａ４が２１５０～２２５０円、
同Ａ３が２０００円前後での推移か。

夏に向け、頭数
減と輸入減で堅
調な動きか

４月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６１３円（前年同月比
１０９％）、中物は５９５円（同１０９％）とな
った。前月に比べ上物が６３円、中物が
６８円それぞれ上昇した。
５月に入り、動きが活発になってき
ており、６００円台後半での相場展開とな
っている。これから６、７月にかけて
相場上昇の季節となってくる。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、５月は１３３万頭
（前年同月比９８％）
で、前年より減少す
る見込み。今後夏に
かけて、下振れの可
能性はあるが、増加
の可能性は少ない。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、５月の輸入量は
総量で７万９１００ｔ
（同８８％）と、前年
より減少する見込
み。内訳は、冷蔵品

３万２０００ｔ（同９１％）、冷凍品４万７１００
ｔ（同８６％）。冷凍品は、為替の影響
に加え、現地相場高などから、前年同
月を大きく下回る見込み。
これから夏へ向かい、輸入量も伸び
ないことで、国産への需要は強もちあ
いの展開となりそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６５０～７５０円、
中物も６５０～７００円で推移か。

乳雄スモールが
高値推移で、動
きが鈍るか

【スモール】４月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が６万４２２５円（前年同
月比１０９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１２万８０４１
円（同１１４％）となった。前月に比べ、
乳雄は１万３６８４円、Ｆ₁も２万４６３円上
昇した。
乳雄は頭数が減少傾向にあり、枝肉
相場が強もちあい予想だが、これ以上
の高値は購入者の負担増となり、もち
あいとなるか。Ｆ₁は枝肉相場がやや上
昇傾向にあり、和牛からのシフトの動
きもみられるので、強もちあいとなり
そう。

【乳素牛】４月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１６万３５０３円（同１１２％）、Ｆ₁去勢は３５万
８８９４円（同１００％）だった。前月に比べ
乳去勢は８３０７円、Ｆ₁去勢も４１７円上昇
した。
乳去勢は頭数減だが、素牛価格はも
ちあいでの推移か。
Ｆ₁去勢は和牛からのシフトや頭数

減もあり、需要が増えてきており、強
もちあいの展開が予想される。
【和子牛】４月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６５万８４０円（同９５％）で、前月より１万
１２２７円上昇した。
和牛の枝肉相場は軟調で、子牛価格
も弱もちあいの展開が予想される。

４月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブロック名 品種
頭数 重量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５１５ ５６５ ３１５ ３０７ １６８，５１４ １５８，０９６ ５３５ ５１５
Ｆ₁去 ２，１３４ ２，１３５ ３３５ ３３３ ３５８，３７７ ３５８，５４５ １，０７０ １，０７７
和去 ２，３４４ ２，３６１ ３３０ ３３０ ６９０，２１２ ６８４，６０３ ２，０９２ ２，０７５

東 北
乳去 ４ １ ３０８ １２７ ６２，７００ ２７，５００ ２０４ ２１７
Ｆ₁去 ５ １ ２４７ ２４５ １５９，９４０ １９０，３００ ６４８ ７７７
和去 ２，７５０ ２，７５７ ３２６ ３１８ ６３５，２０１ ６１３，３８７ １，９５１ １，９３０

関 東
乳去 ３ １ ３３０ ２１０ １３７，１３３ ６７，１００ ４１６ ３２０
Ｆ₁去 １９２ １７５ ３５２ ３３６ ３４５，７２１ ３３３，５４５ ９８３ ９９２
和去 １，０４９ ７２７ ３２１ ３２７ ６９２，４３６ ６８２，３６０ ２，１５５ ２，０８７

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １９５ ５８ ２９２ ３０７ ５９７，９２６ ６１７，２９０ ２，０５１ ２，０１１

東 海
乳去 ― １ ― ２８７ ― ７４，８００ ― ２６１
Ｆ₁去 ６２ ６３ ３２２ ３０７ ３６８，７６６ ３５０，３０７ １，１４５ １，１４２
和去 ２７９ ４６４ ２７３ ２８１ ６６８，３６６ ７０２，０６１ ２，４５２ ２，４９５

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３７８ ４１５ ２６３ ２７０ ９０９，０７７ ８８９，７６８ ３，４５１ ３，２９４

中 四 国
乳去 ４２ ３７ ３０９ ２９６ １１８，０６７ １１９，５１３ ３８２ ４０４
Ｆ₁去 ２６０ ２４１ ３２８ ３２４ ３６６，５５４ ３７０，６４５ １，１１６ １，１４５
和去 ９６７ ９７３ ３１１ ３１２ ５７５，２２６ ５７８，１０５ １，８５１ １，８５１

九州・沖縄
乳去 ４ ２ ２７５ ２７０ １１６，０５０ １４４，１００ ４２２ ５３４
Ｆ₁去 ４１０ ４１１ ３３１ ３２４ ３６３，８３２ ３６３，２６５ １，１００ １，１２２
和去 ８，４０３ １０，６０１ ３０３ ２９９ ６３７，５１４ ６２６，７２３ ２，１０１ ２，０９４

全 国
乳去 ５６８ ６０７ ３１４ ３０５ １６３，５０３ １５５，１９６ ５２１ ５０９
Ｆ₁去 ３，０６３ ３，０２６ ３３５ ３３１ ３５８，８９４ ３５８，４７７ １，０７１ １，０８３
和去 １６，３６５ １８，３５６ ３１１ ３０７ ６５０，８４０ ６３９，６１３ ２，０９３ ２，０８３

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

直売所が復活で大賑わい
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上：ゆったりとした、ゼンカイミート㈱の直売所内部の様子
左下：新商品のトルネードステーキ 右下：レバーやホルモンなど、新鮮な内臓も充実
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